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都井岬フォトコンテスト
　都井岬の自然風景・野生馬・植物・昆虫の写真などを、お１
人様２枚まで受け付けます。
●応募締切＝７月10日（火）＊消印有効
● 結果発表＝７月20日（金）午前10時に「岬の駅」都井岬
ホームページにて発表。

● 表彰式＝７月29日（日）午前11時半〜、岬の駅都井岬に
て

● 表彰＝最優秀賞１点（レストランのペアお食事券）、優秀賞
３点（レストランのお食事券）

●応募形態
・�作品はすべて印画紙（銀塩タイプ・インクジェット両方可）
によるプリント。

・サイズはＡ４サイズ・２Ｌサイズのみ。
・カラー、モノクロ両方可。
・単写真のみ（組写真は不可）
・４月29日以降に撮影されたものに限る。
＊�作品の裏面に、住所・氏名・年齢・連絡先・撮影場所・作品
のタイトルをご記入したものを貼付してください。

● 送付先＝〒８８８−０２２１串間市大字大納字御崎42−３
「岬の駅」都井岬、都井岬フォトコンテスト係
●問い合わせ先＝「岬の駅」都井岬℡76−１１１１

イ ベ ン ト の お 知 ら せ

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総合政策課
情報政策係　行
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読者プレゼ
ント

お便りをくださった方の中から抽選で２名様に

『レストランお食事券（春駒松花堂弁当)』をプレ

ゼント。
※応募締切は6月30日㈯当日消印有効です。

F R O M  E D I T O R ' S

５月はイベントづくしだった。取材
や写真の練習で休日はカメラ片手

にあちこちへ。御崎馬や太平洋、串間
には最高の被写体が多くてシャッターを
切る楽しさに目覚めてしまった。いつマ
イカメラを買うのか、自分でも怖い。( シ )

文 章表現は適切、不適切の程度はあ
れど、これという正答はない。むし

ろ無数に存在する。だから困る。毎月の
記事は乏しい語彙力を駆使しながら推敲
を重ね、妥協と理想の間で頭を悩ます。
加減乗除がうらやましい今日この頃 ( サ )

わたくしたちは、
1.  豊かな自然を大切にし、これをいか
しましょう。

1.  お互いを信じ、心をあわせ、平和で明
るいまちをつくりましょう。

1.  健康で働くことに誇りをもち、豊かな
住みよいまちをつくりましょう。

1.  だれにも親切にし老人をいたわり、こ
どもに夢と、しあわせをあたえましょう。

1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

◎市の木/そてつ◎市の花/かんな
◎市の鳥/めじろ◎市の花木/山桜
◎人口  19,927人（前月比-38人）
　男9,203人　　女10,724人
　世帯数8,369世帯

市民
憲章

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使い下さい。

おたより待ってます
◎ この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、

医療講座に関する質問、串間市への思い、あなたの身近
な出来事、何でも好きなことを書いてください。

（平成24年5月１日現在）
＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

さかぐちたつろう
（60歳）
上町在住。鹿児島県
曽於市産の６０歳で
す。自衛官の父と家族
４人、九州や東京・５
年余の北海道等を転
居後、大阪のハウス
食品での食品開発や
保健所の食品衛生指
導員等、様々な経験
と多くの人物に恵まれ
た３４年間でした。５
年前に県南病院に招
聘され、仕事や人との
出会いを大切にして
串間人の修行中です。
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何て南国らしい海や木 な々んだ！― 34 年間勤務した大
阪から都城の両親宅へ移動し、県南病院からの迎え

の車で串間に初めて赴任した平成１９年９月１６日、台風明
けのダグリ〜 ホテル大黒を臨む雄大な海岸線で心踊りました。
今までの経歴が、４００名余を擁する病院で通用できるか、無
我夢中の５年でした。総務部⇒経理人事部と、実務を重ね
る中で自分らしさを発揮しつつ少しは貢献できてきたのか？と考
える昨今です。
　単身赴任であり、飲み友達発掘のために当初、駅前をウ
ロウロして『焼き鳥一尺』を発見して以来、さまざまな祭や
国際交流協会・英会話・「よかむん市」・市の文化施設や
会合なども奏効して、豊かな輪が拡がっています。結果、ミュー
ジシャンや落語家・アメリカ帰り・アフリカ帰り・アフリカ武者
修行の老剣道家・ダンサー・美容師・政治家・自衛官・
警察官・元芸大教授・設計事務所主宰・ホテル業主・医師・
酒造業主・画廊主宰・船長・諸外国人・新聞社支局長・
建築業主・住職など、多士済 な々珍友が雪ダルマ式に増え、
今日の自分が出来上がってしまいました。串間市が誇る旧吉
松家住宅が、国の重要文化財に認定されたことを契機に、
市の「にぎわい創出事業」の一環として、『吉松邸落語会』
を有志とともに立ち上げて３年間。三遊亭円楽一門の真打ち

の落語家や、多彩で華やかなショーを織り交ぜた寄席形式
が、小学校や医療施設を含めた皆さまの温かい応援に支え
られて定着し、心から楽しんでいただける本物のイベントに成
長した手応えを感じています。
　大阪では見られなかった満天の星々の見事な瞬き，碧

へき

空
くう

を映し込んだ美しい海を遥か南方まで見渡せる都井岬の絶
景、翠

みどり

の山 を々浮き立たせるクリスタルな空気などに囲まれて、
串間の自然は正に宝物であります。市が存続し、子どもたち
や子孫にかけがえのない故郷を残していくためには、一過性
の観光地ではなく、利便性のある市の住宅政策を頂き、暮ら
しやすい環境が整って定住する市内外の若者や家族が増え
るよう、確かな活性化の気運を生み出すことが要諦と考えます。
　私は、（戦国大名）毛利元就の故事「三本の矢」を挙
げたい。即ち、①都井岬エリア（観光・イベント） 〜 ②本
城エリア（温泉・宿泊・落語会などのイベント）：戦術的要
です。〜③市街地（赤レンガ館などの創設による港湾エリア
開拓・旧吉松家住宅・飲食街など）を志ある人の力を集中
して強力に連携させるとともに、雇用促進できるよう、施設を
増設し医療機関との密な連携下で広く国内外の利用者を招
来して、当地を医療・福祉大国化することも一考に価すると
考えます。今後とも微力を尽くし、真の串間人を目指したい。

日々空手で鍛錬を積む串間空手塾緑勝
会（平田慎也塾長・21人）の皆さん。今回、
宮崎県少年少女空手道選手権大会で２人
が優勝、２人が３位入賞と大活躍。大会は
学年・性別に行われ、優勝したのは河野
鉄笙くん（福島小・１年）黒木星矢くん（有
明小・２年）、３位入賞したのは中島桃香
さん（福島小・５年）岩本祐翔くん（大束
小・６年）の４人です。優勝した２人は８月
に日本武道館で行われる全国大会に出場。
「上位入賞を目指します」と気合十分でした。

串間空手塾緑勝会のみなさん
〜福島地区・仲町の道場にて〜

英会話教室の仲間たちと。


